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1．はじめに 
本論文は，平成 20 年度科学研究費補助金「『親になること』の今日的意義の再検討と青
年期のための次世代教育プログラムの開発」の経過報告である．本プロジェクトの問題意
識，研究意義については後藤ら(2010)に詳述されているため，本論文では述べないものとす
る．研究プロジェクトはいくつかのステップに分割されているが，本研究ではプロジェク
トの第一段階として，現代大学生の「親になること」に関する様々な意識を探索的に調査
するためにアンケート調査を行った．本研究では様々な独立変数を用いた分析を行ったが
(奥田ら，2010)，調査結果の全てを掲載することは誌面の制約上できない．そのため，本論
文では全体的な結果の記述統計を掲載し，本プロジェクトの経過報告とする． 
 
2．方法 
研究協力者：2009 年 9 月から 10 月にかけて関東の大学 2 校の学生，755 名に調査協力を
依頼し有効回答 610 票を得た(男性 248 名，女性 362 名であった)．年齢範囲は 18 歳から
29 歳であり，平均年齢は 20.08(SD=1.60)歳であった． 
調査内容：質問項目は以下の 14 尺度から構成されている． 
1)フェイスシート項目 
1.性別，2.学年，3.年齢，4.専攻，5.出生順，6.きょうだい構成の 6 項目であった． 
2)「親になること」に関する意識 
「親になること」についての意識を尋ねるために，9 項目(あてはまらない－あてはま
るの 4 段階評定)を作成した．本尺度は【親になるつもりがあるか（選択・意志）因子】，
【親になる自分を想像できるか（リアリティ）因子】，【親になる自信があるか（自己効
力感）因子】の 3 つの因子から構成されている． 
3)「親になること」の境界についての質問項目 
どこまでが「親」であり，どこからは「親」ではないのかといった「親になること」
の境界を調べるために 11 項目(あてはまらない－あてはまるの 4 段階評定)を作成した． 
4)理想の子どもの数についての質問項目 
大学生が，将来的に理想として何人の子どもを希望しているのかを尋ねるために，自
由記述で将来理想としている子どもの数を尋ねた． 
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5)子どもは「つくるもの」「授かるもの」についての意識 
大学生にとって子どもという存在の意味を尋ねるために，10 項目(あてはまらない－あ
てはまるの 4 段階評定)を作成した．本尺度は【子どもはつくるもの因子】，【子どもは授
かるもの因子】の 2 つの因子から構成されている． 
6)出産と結婚との関連についての質問項目 
  大学生にとって，現在パートナーとの間に子どもができたとしたら，1.独身のまま出
産するのか，2.結婚して出産／出産して結婚するのか，3.出産しないのかを尋ねた． 
7)「親になること」の条件についての質問項目 
大学生にとっての「親になること」の条件を尋ねるために 15 項目(あてはまらない－あ
てはまるの 4 段階評定)を作成した．  
8)「親になること」による変化についての質問項目 
柏木・若松(1994)による，「親になること」の発達尺度の項目を，これから親になる可
能性のある大学生用に変更した．30 項目(あてはまらない－あてはまるの 4 段階評定)．
柏木・若松(1994)においては，実際に親になった者に対して，「親になること」によって
どのような点が変化したかを調査しているが，本研究においては親になる可能性のある
大学生を対象としているため，質問項目の語尾を未来形に修正し使用した．本尺度は【柔
軟さ因子】，【自己抑制因子】，【運命・信仰・伝統の受容因子】，【視野の広がり因子】，【生
き甲斐・存在感因子】，【自己の強さ因子】の 6 つの下位因子が確認されている． 
9)親としての生活スタイルについての質問項目 
  大学生にとって，将来子どもができたとしたら育児優先の生活を望むのか，それとも
仕事優先の生活を望むのかを尋ねた． 
10)育児分担に関する意識についての質問項目 
 大学生にとって，将来子どもができたとしたらパートナー間での育児分担をどのよう
に行うかを尋ねるために，5 項目(あてはまらない－あてはまるの 4 段階評定)を作成した．  
11)「親になること」と職業についての質問項目 
大学生にとって将来子どもができたとしたら育児と職業についての関係をどのように
考えるのかを尋ねるために 6項目(あてはまらない－あてはまるの 4段階評定)を作成した．  
12)理想の第一子誕生年齢についての質問項目 
大学生にとって，将来的に何歳で第一子に誕生してほしいのかを尋ねるために，自由
記述で将来理想としている子どもの数を尋ねた． 
13)「親になること」と結婚についての意識の割合 
大学生にとって「親になること」と結婚がどのような関係にあるのかを尋ねるために，
6 項目(あてはまらない－あてはまるの 4 段階評定)を作成した．  
14)理想の結婚年齢 
大学生にとって，将来的に何歳で結婚したいのかを尋ねるために，自由記述で理想と
している年齢を尋ねた．  
Mar. 2010  『親になること』の今日的意義の再検討と青年期のための次世代教育プログラムの開発：経過報告 
 
177 
3．結果と考察 
以下に本研究の全体的な結果の記述統計を示す．全体的な結果の記述統計については，
100%の中でのそれぞれの項目における度数を表記した． 
 
1.大学生にとっての「親になること」に関する意識 
 Figure1 に示したのは，大学生にとっての「親になること」に関する意識の割合である．
あてはまる，ややあてはまると答えた割合としては「私は，いずれ親になるだろうと思う」
と答えたものが最も多く，次いで「私は，親になった自分を想像できる」と答えていると
同時に，「私は，自分が親になる姿を想像できない」となっており，大学生にとっての「親
になること」に対するアンビバレントな態度が伺える． 
 
 
Figure1 「親になること」に関する意識 
 
2．「親になること」の境界の割合 
 次のページの Figure2 に示したのは，大学生にとっての「親になること」の境界の割合
である．あてはまる，ややあてはまると答えた割合としては「結婚した相手との間に生ま
れた子どもを育てること」と答えたものが最も多く，次いで「結婚していなくても，パー
トナーとの間に生まれた子どもを育てること」，「養子縁組をした子どもを育てること」と
なっており，一般的には子どもができることと結婚がセットとして捉えられている反面，
結婚を「親になること」の絶対的条件としては考えていないことが推察される． 
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Figure2 「親になること」の境界 
 
3．大学生にとっての将来の理想の子ども数 
 Figure3 に示したのは，大学生にとっての将来の理想の子ども数の割合である．「2 人」
と答えたものが最も多く，次いで「3人」，「1人」の順であった．「2人」と答えた者が全体
の 6 割以上を占め，大学生の多くが将来的には 2 人程度の子どもを希望していることが明
らかとなった． 
 
Figure3 大学生にとっての将来の理想の子ども数 
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4．子どもは「つくるもの」「授かるもの」という意識の割合 
 Figure4 に示したのは，大学生にとっての子どもは「つくるもの」「授かるもの」という
意識の割合である．あてはまる，ややあてはまると答えた割合としては「産める状況でな
ければ避妊すべきだと思う」と答えたものが最も多く，次いで「子どもの数は，親になる
人が決めることができると思う」，「避妊をしようが妊娠をコントロールできない時はある
と思う」となっている． 
 
Figure4 子どもは「つくるもの」「授かるもの」という意識 
 
5．出産と結婚との関連 
Figure5 に示したのは，大学生にとっての出産と結婚との関連の割合である．「結婚して
出産する/出産して結婚する」と答えたものが最も多く，次いで「出産しない」，「独身のま
ま出産する」の順であった．  
 
Figure5 出産と結婚との関連 
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6．「親になること」の条件 
 Figure6に示したのは，大学生にとっての「親になること」の条件の割合である．あては
まる，ややあてはまると答えた割合としては「責任感があること」と答えたものが最も多
く，次いで「十分な経済力」，「子どもを育てる力があること」となっている．大学生にと
っての「親になること」の条件においては，大学生は「法律的に結婚していること」を除
くすべての項目において 8 割以上が「あてはまる」，「ややあてはまる」と答えており，大
学生らが「親になること」には様々な条件があると認識していることが推察される． 
 
Figure6 「親になること」の条件 
 
7．「親になること」による変化についての意識 
 次のページの Figure7 に示したのは，大学生にとっての「親になること」による変化に
ついての意識の割合である．あてはまる，ややあてはまると答えた割合としては「いろい
ろな人に支えられていると感じるようになると思う」と答えたものが最も多く，次いで「協
力することの大切さがわかるようになると思う」，「自分の健康に気をつけるようになると
思う」となっている．全体的には多くの項目において，大学生にとって，自分が「親にな
ること」によって大きな変化が起きるであろうと認知されていることが推察されるが，「運
命・信仰・伝統の受容因子」に含まれる項目に関しては，自分が親になったとしてもあま
り変化しないだろうと認知されていることが明らかとなった． 
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Figure7 「親になること」による変化についての意識 
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8．親としての生活スタイルについての意識の割合 
 Figure8に示したのは，大学生にとっての親としての生活スタイルについての意識である．
「どちらかといえば子育てや生活優先のスタイル」と答えたものが最も多く，次いで「子
育てや生活優先のスタイル」の順であった．大学生の多くが，仕事よりも育児，生活を優
先すべきである，という認識を有していることが推察される． 
 
Figure8 親としての生活スタイルについての意識 
 
9．育児分担に関する意識 
 Figure9 に示したのは，大学生にとっての育児分担に関する意識についての割合である．
あてはまる，ややあてはまると答えた割合としては「育児を相手と同じくらい分担したい
と思う」と答えたものが最も多く，次いで「育児は私がメインに行い，相手にはサブ的に
補助してほしい」，「育児は私がサブ的に補助し，相手がメインでしてほしい」となった．
 
Figure9 育児分担に関する意識について 
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10．育児と職業との関連についての意識 
Figure10 に示したのは，大学生にとっての育児と職業との関連についての意識の割合で
ある．あてはまる，ややあてはまると答えた割合としては「子どもが生まれるかどうかに
かかわらず相手には職業に就き続けてほしい」と答えたものが最も多く，次いで「子ども
が生まれたら相手が職業をやめ，大きくなったら再び職業に就いてほしい」，「子どもが生
まれたら自分が職業をやめ，大きくなったら再び職業に就きたい」となっていた． 
Figure10 育児と職業との関連についての意識 
 
11．理想の第一子誕生年齢 
 Figure11 に示したのは，大学生にとっての理想の第一子誕生年齢である．「25 歳」と答
えたものが最も多く，次いで「28 歳」，「26 歳」と「27 歳」の順であった．回答の多くは
30 歳までの 20 代後半に集中しており，大学生らにとって 20 代後半が親になる時期と考え
られていることが推察される． 
 
 
Figure11 理想の第一子誕生年齢 
 
12
15
96
235
306
33
51
134
171
141
105
142
131
138
109
448
386
236
46
42
0% 20% 40% 60% 80% 100%
子どもが生まれたら相手には職業をやめ、その
後は職業には就いてほしくない
子どもが生まれたら自分は職業をやめ、その後
は職業には就きたくない
子どもが生まれたら自分が職業をやめ、大きく
なったら再び職業に就きたい
子どもが生まれたら相手が職業をやめ、大きく
なったら再び職業についてほしい
子どもが生まれるかどうかにかかわらず相手に
は職業に就き続けてほしい
あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない
3 1 6
26
34
124
78 78
103
28
74
2 7 1 2 5 1 1
0
20
40
60
80
100
120
140
20歳 21歳 22歳 23歳 24歳 25歳 26歳 27歳 28歳 29歳 30歳 31歳 32歳 33歳 34歳 35歳 36歳 55歳
 共愛学園前橋国際大学論集 No.10 184 
12．「親になること」と結婚についての意識 
Figure12 に示したのは，大学生にとっての「親になること」と結婚についての意識の割
合である．あてはまる，ややあてはまると答えた割合としては「結婚は個人の自由である
から，結婚してもしなくてもよいと思う」と答えたものが最も多く，次いで「いつかは結
婚したいと思う」，「結婚しても必ず子どもを持つ必要はないと思う」となっていた． 
 
Figure12 「親になること」と結婚についての意識 
 
13．大学生にとっての理想の結婚年齢 
Figure13に示したのは，大学生にとっての将来の理想の結婚年齢の割合である．「25歳」
と答えたものが最も多く，次いで「24歳」，「26歳」の順であった． 
 
Figure13 理想の結婚年齢 
30
61
95
149
279
407
394
63
124
112
216
212
133
152
149
227
199
158
83
39
38
365
194
196
85
35
28
25
0% 20% 40% 60% 80% 100%
生涯独身でいたいと思う
結婚する気はないがパートナーとは暮らしていき
たいと思う
結婚しなくても子どもは欲しいと思う
結婚しても相手に満足できない時は離婚してもよ
いと思う
結婚しても必ず子どもを持つ必要はないと思う
いつかは結婚したいと思う
結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなく
てもよいと思う
よくあてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない
4 1
15
54
78
149
78
68 63
15
40
1 5 2 1 1 1 1 1
0
20
40
60
80
100
120
140
160
20歳 21歳 22歳 23歳 24歳 25歳 26歳 27歳 28歳 29歳 30歳 31歳 32歳 33歳 34歳 35歳 40歳 52歳 60歳
Mar. 2010  『親になること』の今日的意義の再検討と青年期のための次世代教育プログラムの開発：経過報告 
 
185 
4．まとめ 
 本論文では，大学生を対象として質問紙調査を行うことによって，大学生にとっての「親
になる」ことを探索的に検討することを目的としていた．以下に，いくつか特徴的な点を
まとめておく． 
 第一に特徴的だったのは，大学生にとっての「親になること」に関する意識や，育児分
担に関する意識，「親になること」と結婚についての意識などに見られる，大学生のアンビ
バレントな態度である．多くの大学生にとって，「親になること」は将来の出来事であり，
そしてまた一人で達成できる課題ではない．そこにはパートナーや，子どもといった他者
を不可避に要請する．あれもこれもといったアンビバレントな態度は，自分一人での課題
であれば自分自身で調整すればどちらかに選択できるが，他者と共に在る課題の中では，
自分のみならず，他者との調整も必要となる．実際に，大学生が「親になること」に直面
する際には，こうした他者との関係の調整が重要になるだろう． 
第二に，大学生が「親になること」をとても困難な課題として認識している可能性があ
るということである．例えば，約 6 割の大学生が親になる自信はないと回答し，「親になる
こと」の条件においては，法律的に結婚していることを除く 14 項目において，その項目が
「親になること」の条件としてあてはまる／ややあてはまると回答している学生が 8 割を
超えていることからも，大学生が「親になること」を非常に高い条件が必要な課題である
ととらえていることが推察される． 
 今後の課題としては以下の点が挙げられる．質問紙調査の結果から「親になること」に
対して，いくつかのグループがあることが推察された．こうしたいくつかのグループに対
してインタヴュー調査を行うなど，より詳細な検討が必要であろう． 
 
付記 
本研究は，平成 20 年度科学研究費挑戦的萌芽研究（課題番号 21653086）：「『親になるこ
と』の今日的意義の再検討と青年期のための次世代教育プログラムの開発」(研究代表者：
後藤さゆり)の助成を受けている． 
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